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１．はじめに 

 アサヒ繊維工業株式会社製のＭＦ―Ⅱフィルター 

エレメントは、ＭＦ－Ⅰフィルターエレメントのろ 

過層の途中に、機能性を有する不織布シートやろ紙 

を巻き込んで円柱状に成型したもので、ろ過層が外 

層から内層に向かって、非対称構造の密度勾配を有 

したフィルターエレメントです。 

また、ろ過層の途中に巻き込む不織布シートやろ紙 

を任意に選定することにより、ＭＦ－Ⅰフィルター 

エレメントよりも高いろ過精度を得ることが出来ます。 

このＭＦ－Ⅱフィルターエレメントの特徴は、繊 

維性シートを円筒形に成型する工程から商品化まで 

一貫して自社で設計・製作した特殊な成型機で加工 

しますので小ロットから大ロットまで対応できます。 

 

図１にＭＦ－Ⅱフィルターエレメントの商品群を紹介します。 

小型から大型までご要望に応じて成型できるのが当社の強みです。               

 

２．ＭＦ－Ⅱフィルターエレメントの特徴 

 ① ろ過層が外層から内層に向かって、空隙率が異なる構造により、密度勾配を有していますので、

ケーク捕集量が増大します。（外→内タイプ） 

② ろ過層が内層から外層に向かって、空隙率が異なる構造により、密度勾配を有していますので、

ケーク捕集量が増大します。（内→外タイプ） 

③ ろ過層の途中に、各種不織布やろ紙を巻き込んで成型できますので、その機能性を付与したフィ

ルターエレメントができます。図２に各種不織布やろ紙を巻き込んだ状態の実施例を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【型式：ＭＦⅡ－６５９６２】 【型式：ＭＦⅡ－６４１１１】  【型式：ＭＦⅡ－２８１１３①】 

 

 

多機能型 MF－Ⅱフィルターエレメントの特性 

   

図２．ＭＦ－Ⅱフィルターエレメントのろ過層の断面写真 

 

 

図１．ＭＦ－Ⅱフィルターエレメントの商品群 
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３．ＭＦ－Ⅱフィルターエレメントの特性 

 ３－１）ＭＦ－Ⅱフィルターエレメントの通気量と通気抵抗値の関係 

 ＭＦ－Ⅰ（型式：ＭＦ－００５）フィルターエレメントのろ過層の途中に各種不織布シートやろ

紙を 2 周巻き込んで成型したＭＦ－Ⅱフィルターエレメントを使用して、通気速度をパラメータと

して通気抵抗値を測定した結果を図３に示す。フィルターエレメントの厚みは３ｍｍ一定で測定し

ました。 

 図３より、各グレードの不織布シートやろ紙を巻き込むことによって、通気抵抗値の異なるＭＦ

－Ⅱフィルターエレメントが成型できることを示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３－２）ＭＦ－Ⅱフィルターエレメントの通水量と通水抵抗値の関係 

 ＭＦ－Ⅰ（ＭＦ－００５）フィルターエレメントのろ過層の途中に各種不織布シートやろ紙を 2

周巻き込んで成型したＭＦ－Ⅱフィルターエレメントを使用して、通水速度をパラメータとして通

水抵抗値を測定した結果を図４に示す。フィルターエレメントの厚みは３ｍｍ一定で測定しました。 

図３より、各グレードの不織布シートやろ紙を巻き込むことによって、通水抵抗値の異なるＭＦ

－Ⅱフィルターエレメントが成型できることを示しています。 
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図３． 

 各種グレードの不織布シートや

ろ紙を 2周巻き込んで成型した 

ＭＦ－Ⅱフィルターエレメントの

通気速度と通気抵抗値の関係 

図４． 

 各種グレードの不織布シートや

ろ紙を 2 周巻き込んで成型したＭ

Ｆ－Ⅱフィルターエレメントの 

通水速度と通水抵抗値の関係 
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 ３－３）ＭＦ－Ⅱフィルターエレメントのろ過精度 

ＭＦ－Ⅱフィルターエレメントのろ過精度は、図５に示すろ過装置の原液槽に各種粒子径分布

を持った粒子を分散させ、定速ろ過法により、一定時間ろ過を行った後、原液とろ液中に含まれ

る各粒子の個数をパーティクルカウンターで測定し、ＭＦ－Ⅱフィルターエレメントが持つ粒子

の除去率を算出することにより決定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原液槽に分散させる粒子の種類は、ＭＦ－Ⅱフィルターエレメントの空隙率や通気抵抗値をあ 

   らかじめ測定した後、ろ過精度に合致した JIS試験用粉体を選定することにより決定します。 

その粒子の選択は、一般的な JIS試験用粉体を使用する場合、JIS試験用粉体を任意に混合 

して調整する場合や弊社独自に各種粉体を調合したものを使用する場合があります。 

 

    表１に弊社がＭＦ－Ⅱフィルターエレメントのろ過精度を決定する際に使用する JIS試験用 

   粉体の一例を示す。 

 

表１．JIS試験用粉体の一例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

JIS試験用粉体 粒子径範囲 材質 

1種 45μm～300μm けい砂 

7種 5μm～75μm 関東ローム 

9種 2μm～16μm タルク（滑石） 

ACダスト Fine(A2) 1μm～100μm アリゾナダスト 

図５．ろ過実験装置のフローシート 
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     ＭＦ－Ⅰ（型式：ＭＦ－００５）フィルターエレメントのろ過層の途中に、５種類の不織布シー

トを  2周巻き込んで成型したＭＦ－Ⅱフィルターエレメントについて、各粒子径における粒子

除去率を測定した結果を図６に示す。フィルターエレメントの厚みは３ｍｍ、ろ過速度は１２ｍ／

ｈ一定で測定しました。図６より、各グレードの不織布シートやろ紙を巻き込むことによって、ろ

過精度の異なるフィルターエレメントが成型できることを示しています。 

    そのろ過精度は、ユーザーの要望に応じて選択可能であり、目的に合った品質管理や液管理がで

きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．ＭＦ－Ⅱフィルターエレメントの用途 

表２．ＭＦ－Ⅱフィルターエレメントの用途 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用分野 

液体用フィルター 浄水器用フィルター 

空気用フィルター 集塵機用フィルター 

塗装用フィルター 純水のプレフィルター 

排ガス浄化用フィルター オイルミストフィルター 

 

アサヒ繊維工業株式会社 〒492-8424 愛知県稲沢市高重東町 51番地 

TEL:0587-32-1176  FAX:0587-23-0315 

                   http://www.asahi-fiber.co.jp 
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図６．ＭＦ－Ⅱフィルターエレメントの粒子除去率の一例 
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